令和6年度事業の実績報告
事業実施支出：

	1
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	河川河口部のごみ集積効率調査業務


内容：
· 笹ヶ瀬川河口部に漂着する生活系ごみを、地域ボランティアとともに回収・計測・集積した。集積したごみを指定された集積拠点に運搬し、専門業者に委託して処分した。
· 積算歩掛作成に活用できるように、集積作業を可視化し、基礎資料を得るために、作業プロセスを記録し、油濁防除技術者と地域ボランティアとの集積作業の違いを示した。

	2
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	瀬戸内オーシャンズX清掃情報プラットフォーム・ユース展開業務


内容：
· 岡山県と広島県の高校生による県を越えた交流を促すとともに、WEB上で公開する情報プラットフォームの周知を目的に、岡山市内で河川清掃に取り組む高校生等を対象に、広島県福山市芦田川で開催された清掃イベントへの参加者を募集した。
· イベント開催地までの交通手段、引率者の手配など、イベント参加の支援を行った。

	3
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	瀬戸内オーシャンズXデータプラットフォーム解説動画制作業務


内容：
· 協議会が撮影・保有・公開する動画やデータを用いて、インターネット上で活用できる河川清掃に関する解説動画を制作し、権利関係を整理して、協議会が所有・利用できる状態に仕上げた。

	
4
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	「瀬戸内海に流れ出るごみを止めたい・おかやま学生行動」映像撮影業務


内容：
· 大規模な清掃活動を展開する際に役立つ経験や知見、支援に関する情報を共有するために、高校生が中心になって清掃活動計画の企画立案を行うようすを撮影し、映像素材として記録した。

	5
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	地元環境団体の組織的河川清掃活動に向けた準備支援業務


内容：
· 岡山市内の代表的な河川ごみのホットスポット（笹ヶ瀬川）に関し、清掃活動を企画するにあたって調整が必要な関係先や関係法令を整理するなど、労力低減を支援した。
· 学校を越えた情報共有を可能にするため、簡易なウエブ掲示板を開設し、版権・管理権限を納品した。


	6
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	雑草が繁茂する大規模河川水際部のごみ回収効率計測と市民連携回収手法の確立業務


内容：
· 岡山市内を流れる旭川の河口部左岸において、中高生・市民主体の大規模河川清掃イベントに先立ち、現地調査及び関係機関との調整をおこない、水際部の水面下からごみを河岸へ掻き上げるとともに、漁具設置箇所、安全懸念箇所を確認した。また、これらの回収ノウハウを中高生・市民に共有した。
· イベントの直前準備、当日の安全管理、草刈り機械デモやごみ回収の支援、会場内運搬等を行った。
· 積算歩掛に活用できるように、施工記録を作成した。

	7
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	河川水際部ごみ回収手法のモデル化に向けた高度草刈り業務


内容：
· 岡山市内を流れる旭川の河口部左岸で実施した市民主体の大規模河川清掃に先立ち、特殊機材であるショベル用トリマー、ハンマーナイフモア等を使って、河川水際部の草刈りを行った。
· 草刈りの後、集草・処分を行った。

	8
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	高校生が企画する大規模河川清掃イベントの開催にかかる情報共有・発信能力の開発と実践支援


内容：
· 岡山市内を流れる旭川の河口部左岸で実施した市民主体の大規模河川清掃に先立ち、ウェブサイトの操作・運営のマニュアル化、業務期間内の通信端末確保、情報共有・発信体制を確立した。
· 大規模・小規模清掃イベントの準備をする高校生を対象に、活動予定や報告等の情報を取りまとめ、発信のための支援を行った。

	9
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	大規模河川のごみ回収手法の確立を目指す高校生が運営する清掃イベント活動スチル撮影業務


内容：
· 岡山市内を流れる旭川の河口部左岸で実施した市民主体の大規模河川清掃において中心的役割を担った高校生が、主体的に発信していく際の素材として、活動のようすをスチル撮影した。

	10
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	海洋ごみ回収にかかるデータ分析の実践とノウハウの地元定着業務


内容：
· 4県の海岸漂着ごみ実態調査結果をPDFデータとして収集・整理し、環境団体による調査結果とも突合せ、情報統合を行った。
· PDFにある地図画像データや調査地点風景写真から緯度経度情報を把握、ESRI：シェープファイルとして整理、さらにごみ量などの情報を追加した。
· 燧灘海域で地元5漁協が連携して行った海底ごみ回収において、掃海計画、掃海位置情報計測計画、海底ごみ回収イベント運営マニュアルの作成、地元打合せ等を行った。


	
11
	海洋ごみの発生抑制
	陸域対策

	河川流域単位で流域特性や実態を踏まえて行う効率的な市民清掃活動の検討業務


内容：
· 高松市内を流れる摺鉢谷川流域において、下水道関連施設を経由する都市ごみの海域流出に着目し、道路側溝、集水桝、ポンプ場、雨水吐等に関する情報収集と、住民を対象とした学習会を開催した。
· 地元関係者、自治体等で構成される会議で運営し、摺橋谷川の河口に隣接する高松漁港周辺の清掃イベントを実施した。

	12
	海洋ごみの発生抑制
	海域対策

	発泡スチロールフロート流出管理システムのプラットフォーム移行に伴うデータ等整理格納業務


内容：
· 電子タグを使った発泡スチロールフロートのライフサイクルステージ（製造・販売・使用・回収・処分・再利用）管理データシステムのプラットフォーム移行に備え、サーバー上に蓄積したデータとシステムプログラムを整理・格納した。

	13
	海洋ごみの発生抑制
	海域対策

	漁業用発泡スチロールフロートの長寿命化に向けた塗装樹脂の比較選定と試験塗装業務


内容：
· 発泡スチロールフロートの長寿命化を図るために広島市漁協が試験導入したポリウレア系塗料のコストが高く、これに代わる塗料として、エポキシ系、ポリエチレン系、アクリル系の塗料で試験塗装を行った。
· それぞれの塗料について、性能、施工性、経済性に関する基礎的な情報を得た。

	14
	海洋ごみの発生抑制
	海域対策

	強化塗装発泡スチロールフロートの試験利用に伴う引渡し・養生対策業務


内容：
· 発泡スチロールフロートの長寿命化を図る目的で試験塗装したフロートを、地元漁業者が試験使用のために持ち帰るまでの間、フロート同士が接着されないように保管・管理した。

	15
	海洋ごみの発生抑制
	海域対策

	強化塗装発泡スチロールフロートの先行試験装着業務


内容：
· 複数の塗装方法で製作したはっぽスチロールフロートの性能差を把握するために、海域に設置されているカキ養殖筏に試験装着した。


	
16
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	地域モデル事業（企業・行政連携 さぬき広島清掃）における海岸漂着物回収支援業務


内容：
· トリドールホールディングス、丸亀市、瀬戸内オーシャンズX等が協力して実施した、離島（さぬき広島）の海岸清掃イベントにおいて、海岸への上陸船と参加者輸送船の傭船、資材の手配、現場指導、安全管理など運営面で支援した。

	17
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	地域モデル事業（企業・行政連携 さぬき広島清掃）におけるイベント運営業務


内容：
· トリドールホールディングス、丸亀市、瀬戸内オーシャンズX等が協力して実施した、離島（さぬき広島）の海岸清掃イベントに必要な資機材の準備、イベント当日の開会式・閉会式の運営等を行った。

	18
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	高校生（水産科・普通科）による離島清掃活動映像撮影業務


内容：
· 香川県・岡山県の島しょ部（手島・六口島）のアクセス困難な海岸で、地元高校生（水産科・普通科）も参加して実施した海岸清掃において、活動のようすを撮影し、参加者へのインタビューを行った。

	
19
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	高校生（水産科・普通科）による離島清掃・発信活動支援業務


内容：
· 香川県・岡山県の島しょ部（手島、六口島）のアクセスが困難な海岸で、地元高校生（水産科・普通科）も参加して実施した海岸清掃において、必要な資器材の手配等を行った。

	
20
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	離島のアクセス困難海岸における漂着物回収活動支援業務


内容：
· 香川県産業廃棄物協会、丸亀市、香川県、地元高校生などが協力して、離島（さぬき広島）で実施した海岸清掃イベントにおいて、海岸への上陸船と参加者輸送船の傭船、現場指導、資材の手配、安全管理など運営面で支援した。

	21
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	4県合同清掃及び交流会における運営・司会業務


内容：
· 4県の担当者と高校生が参加して実施した、粟島の海岸清掃・交流イベントの事前準備として、現地調査、事前打合せを行った。
· 活動をサポートする海ごみリーダーを手配し、当日の清掃活動の全体管理・安全管理、交流会の司会、グループ討議の進行管理を行った。

	22
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	4県合同清掃及び交流会における全体管理実施業務


内容：
· 4県の担当者と高校生が参加して実施した、粟島の海岸清掃・交流イベントの企画、事前準備、移動用のバス・船の手配等を含む全体運営を行った。

	
23
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	4県一斉清掃に向けた現地概況把握および基礎自治体施策形成支援委託業務


内容：
· 4県一斉清掃イベントの候補地である、広島県・香川県内の渡船でしかアクセスできない離島海岸の現地調査を行った。
· 倉敷市と丸亀市が目指す県境を越えた基礎自治体間の連携協力を後押しするために上水島で実施する清掃活動において、船舶手配や活動運営の支援を行った。

	24
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	「倉敷丸亀連携離島・備讃瀬戸海域離島清掃行動」映像撮影業務


内容：
· 備讃瀬戸を挟んで向かい合う倉敷市と丸亀市が目指す、県を跨いだ諸島海域での清掃活動における基礎自治体間の連携協力への第一歩として実施した、上水島での海岸清掃を撮影し、映像素材として記録した。

	25
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	木くず混合海岸漂着ごみの効率的な回収検討を行うための試験回収業務


内容：
· 上陸母船による漂着ごみ巡回回収が行われる宇和島市日振島須坂の海岸で、ごみ回収と並行して木くずの試験回収及び処理を行った。

	26
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	離島海洋ごみ清掃活動と連動させた地元中高生による自発的環境活動の引率業務


内容：
· 上陸船を用いた海岸清掃活動・多点巡回回収イベントが実施される宇和島市沖合の戸島近隣にあり、環境学習の題材となっている沖の島において、地元中高生が実施する活動を支援するために、漂着ごみや海浜植生に関する知識を有する引率者を手配した。

	27
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	離島海洋ごみ回収活動での看護師派遣および島しょ部活動でのニーズ把握業務


内容：
· 愛媛県宇和島市沖合の戸島で実施した海岸清掃イベントに、看護師・看護事務経験者を派遣した。

	
28
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	海岸漂着ごみの船舶接岸巡回回収における資機材手配・運転および活動支援業務


内容：
· 上陸船を用いた海岸清掃活動・多点巡回回収イベントのバックヤード作業として、クレーン付きトラック、フォークリフト、発泡スチロール減容機等の機材手配・配置、運転等を行った。

	29
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	半島地域での海岸清掃ノウハウ移転・定着に向けた実践業務委託


内容：
· 地元環境団体（宇和島NPOセンター）に対し、専門的な清掃活動を担えるよう、宇和島市日振島諸島等での清掃活動に参加する機会を提供した。
· 宇和海沿岸で清掃活動を実施し、そのうちの1日を、清掃技術や機材活用のノウハウを普及・定着させるために、市職員・住民を対象とした連携活動の機会とした。

	30
	4県海域の現況回復
	漂着ごみ回収

	宇和海地域維持清掃に向けた現地アクセス調査等委託業務


内容：
· 宇和海地域で実施した巡回清掃イベントの際にゴムボートで上陸した地点、ロープを使って公道から海岸まで降下した経路等を整理し、現場へのアクセス方法を取りまとめた。
· ゴムボートに代わる上陸船として検討中の作業艇の上陸性能等について検討・評価した。
· 4県一斉清掃の候補地である御所浜海岸で行った、微細プラスチックと砂のふるい分け試験に当たり、地元関係者との協力体制を構築した。

	31
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	木くず混じり海底ごみの組織的回収に向けた単漁協実践活動の運営・評価支援業務務


内容：
· 燧灘海域で観音寺漁協が行った海底ごみ回収の機会に、地元5漁協が連携した大規模な回収活動を視野に入れて、掃海計画の立案、GPSロガーを使った回収ごみの位置情報・航跡データの収集・分析等を行った。

	32
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	環境活動に取り組む漁協の活動体制と意思決定プロセスの調査業務


内容：
· 燧灘の海底ごみ回収の広域展開を目指す香川県の地元5漁協（伊吹・西かがわ・観音寺・三豊市・詫間）の取組について、岡山県の日生町漁協、笠岡市漁協、朝日漁協等と対比しながら調査を行った。
· 海底ごみ回収活動等を中心に、企画運営担当者の職務権限、事務支援体制、意思決定プロセス、組合内部での意思疎通上の課題等について調査し、香川県5漁協の意思決定プロセスの特徴を把握した。



	33
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	海底ごみの社会課題化に向けた調査・広域活動体制構築準備業務


内容：
· 燧灘沿岸の海底に堆積した木くず混じりの海底ごみ対策として、地元5漁協（観音寺・伊吹・西かがわ・三豊市・詫間）、自治体等が連携協力して実施した海底ごみ回収で得られた底引き網の航跡データ（GPS情報）に、回収されたごみの量及び種類を紐づけた。
· 広域的な海底ごみ回収に発展させるために、岡山県の漁業者に対する意識調査・意見交換を行った。

	
34
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	観音寺・三豊沖海底ごみの一斉清掃参加者視聴のためのVTR制作業務


内容：
· 海底に木くず混じりのごみが大量に堆積する観音寺・三豊沖で地元5漁協等が実施した、底引き網漁船による海底ごみ清掃の出発式において、出席者に視聴させるための海底清掃の記録動画を編集・制作した。

	35
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	観音寺・三豊沖 海底ごみの一斉清掃出発式イベントの進行および運営業務


内容：
· 観音寺・三豊沖で、地元5漁協・自治体等が実施した、底引き網による海底ごみ回収イベントの出発式の事前準備、当日の進行・運営を行った。

	36
	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	河川・海底ごみ回収を促進するための沿岸漁業の実態に関する情報の収集と整理


内容：
· 岡山県内の一級河川（吉井川、旭川、百間川、高梁川）、二級河川（笹ヶ瀬川、倉敷川）の淡水域に設定された漁業権の情報を収集、整理した。
· 香川県三豊市以西の底引き網操業に使用する漁具の情報を収集、整理した。
· 地域漁業学会（東京海洋大学開催）に、漁具の違いを捉えた海底ごみ回収体制の確立に関する発表、討議に対応した。
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	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	木くず混じり海底ごみの社会課題化に向けた調査・活動体制構築業務


内容：
· 燧灘沿岸の海底に堆積した木くず混じり海底ごみ対策として、この海域で実施した海底ごみの回収活動に合わせて、場所ごとの海底ごみ分布密度の概略を把握した。
· 地元の水産系高校（多度津高校）の協力を得て海底近傍の溶存酸素濃度を調査し、広域的な活動を形成するために必要となる基礎資料を得た。
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	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	燧灘の海底ごみ問題の実態発信と関心動向の把握業務委託（漁協経営）


内容：
· 燧灘の海底ごみ問題に取り組んできた地元関係者として、笹川平和財団海洋政策研究所の上席研究員と面会、実情を漁協経営の視点から説明した。
· 瀬戸内オーシャンズXトップ会合（2024年4月）記者会見の傍聴、政策決定者や報道記者の関心事を把握し、会場の展示物（木くずとプラスチックの混合ごみ）を梱包・返送した。
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	4県海域の現況回復
	海底ごみ回収

	燧灘の海底ごみ問題の実態発信と関心動向の把握業務（漁場管理技術）


内容：
· 燧灘の海底ごみ問題に取り組んできた地元関係者として、笹川平和財団海洋政策研究所の上席研究員と面会、実情を漁場管理技術の視点から説明した。
· 瀬戸内オーシャンズXトップ会合（2024年4月）記者会見の傍聴、政策決定者や報道記者の関心事を把握し、会場の展示物（木くずとプラスチックの混合ごみ）を梱包・返送した。
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	広報
	

	瀬戸内オーシャンズX推進協議会公式ウェブサイト関連業務


内容：
· 本プロジェクトのウェブサイトに関する情報更新等のメンテナンスと効果検証を行った。
· ウェブサイトのデザインを当協議会が所有し、利用できるよう、権利関係を整理した。
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